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研究会報告
での調べられたスピン数の約 10倍大きなサイズを調べることが可能になり,新しい結果
を得ている〔6].
一方で,主成分分析の観点からは,この解析はシミュレーションによって得られたデー
タの数値解析と見ることが出来る.このような主成分分析を用いたシミュレーション結果
の解析は,タンパク質の分野ではすでに研究されているが,最近ではスピングラス分野で
もクラスター解析や主成分分析等の研究が始まりつつある.
図4:ある相互作用配置の3次元イジ
ングスピングラス模型のシミュレー
ションデータの主軸- の射影プロッ
ト.データが幾つかの､かたまり'へ
分類される様子がわかる.
例えば,一つの試みは,図4に示すように,シミュ
レーションから得られたデータを主成分分析し,各
データの主軸-の射影プロットを見ることである.
データであるスピン配位を直接目で見ても,そこ
から秩序の様子を理解することはランダム系では
難しいが,射影プロットにより,それらのデータ
は幾つかのグループ分けが可能のように見える.
温度依存性等の観察から,第一軸は時間反転対称
性を表していることがわかる.第一軸で大きく2
つに分かれたデータは,さらに第二軸についても
2つにわかれているように見える.これは階層的
な連続相転移を連想させるが,これはある一つの
サンプルでの事象にすぎない."ランダム平均"を
このような解析にどのように取り込むかはスピン
グラス研究には重要な課題である.
また,グループ分けされたデータ(スピン配位)は励起状態の様子を反映していると想像
され,実空間上で見ることでその形状についての情報が得られるであろう.今後は,いわ
ゆるドロップレット励起の直接観察につながるものと考えられ,さらなる発展が望まれる.
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